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手術手技シリーズ神経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメスー

『
登場人物紹介

古沢先生
前立腺全摘除術に長けた名医。「仏の古沢」と呼ばれているが、
亡き親友の息子高杉くんを一人前の医師にする為、鬼の古沢と
化す。

高杉慎作
古沢先生のもとで医師の勉強に励む新入医局員。古沢先生の鬼
のシゴキの真意を知らず、嫌われていると誤解しつつも､懸命に
努力する。
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桜けい
優しくてしっかり者の女の子。姉御肌でみんな
の信頼も厚い、密かにリーダー的な女の子。

松 野 さ ゆ り
明るく元気な女の子。やや
天然のところがあり､素直な
発言から時に高杉くんをグ
サリと傷つけることがある＝

本 田 た か し
仲間思いの好青年。怒られ
てばかりの高杉くんを心配
し、落ち込まないようにと
いつも気を配っている。

あらすじ
今日も降りかかる古沢先生のしごきの数々･鬼の修行になんとか食らいついて
いく高杉<んだったのだが、ダメージはかなり深刻な状態に…。
そこに差し伸べられた仲間たちの温かい（？）救いの手…。
果たして高杉<んの運命はいかに？
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手術手技シリーズ神経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメスー
一

世界最大のアーチ橋をご存知ですか？
〆 、画画言冨

秋になって木々が色づくこの季節に、紅葉の名所を訪ねるのが、私の楽しみの
一つです。先日、紅葉には少し早いかなと思いながらも、熊本の通潤橋（つうじゆ

んきよう）を訪れてみました。通潤楕（つうじゆんきよう）は1854年に作られ、
全長75m、高さは20mで、当時は国内最大規模の橋でした。その姿を下から見上
げると大きさに圧倒され、つい見惚れてしまいました。
ここでふと疑問が生まれました。この時代に日本でこれだけの大きな橋が作ら

れていたのなら、世界ではどうだったのだろうかという疑問です。早速、インター
ネットで調べてみると1851年に当時の世界最大のアーチ橋がドイツで作られてじ
ました。その橋の名は「ゲルチユタール橋』といい､全長574m､高さは78mあり、
建造に用いられたレンガの数は、なんと2600万個と言われています。さすが世界
最大の橋ですね。この橋は150年以上経った今も市民の移動の架け橋として活躍
しているそうです。

ところで、リュープリンSRの中にも2600万個のマイクロカ
プセルが入っています。リュープリンもこの橋と同じように、
末永く先生方と患者さんの健康の架け橋になればいいですね。

- - - . - - _ _ - - ， - - ． １ - 口 . . - 一 百 一 a ＝ ■ 己 画 窪 冠
一 一一 一

ドイツゲルチュタール橋
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手術手技シリーズ神経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメスー
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